


















 

要 約 

 先天異常モニタリングの統計的方法として,昨年度に開発したポアソン確率を用いて,異

常の経時的変動を記述する方法を多因子性といわれる外表奇形を中心とした異常に適用し,

単因子性の先天性代謝異常症の場合と同様,十分使用出来ることがわかった。調査数(分母)

を一定にする努力をすれば,異常数(分子)を経時的に監視することでモニタリングは行え

る。一時的異常をとらえるZ法,異常増(減)の傾向をみる累積和法,は誤警報の危険率を10%

に抑えてあるのに対し,監視期間を任意に調整できる逐次検定法は誤警報発令,警報不発令

の危険率をともに 10%とした。今後の重要課題として,警報発令後の原因調査について簡単

に論じた。 


